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グアテマラ共和国



はじめに

本報告書は平成10年11月30日から同年12月15日までの16日間にわたってグア

テマラ共和国及びキューバ共和国のニヶ国において実施した､下記プロジェクトに係るプロ

ジェクト･ファインディング調査の結果を纏めたものである｡

･グアテマラ共和国:中･西部高原農村地域農林業技術開発強化計画

･キューバ共和国:濯概排水研究局強化復旧計画

調査は社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)から派遣された下記の調査

員により実施された｡

･調
査 員:桜井 正信 内外エンジニアリング株式会社

今回の調査に当たってはグアテマラ国では農牧食糧省､農業科学技術院(ICTA)
､在グア

テマラ国日本大使館､ JICA青年海外協力隊グアテマラ事務所､また､キューバ国では農業省

潅淑排水研究局(ⅠIRD)
､対外経済協力省(MINVEC) ､在キューバ国日本大使館など多くの

方々より多大な協力と助言を頂いた｡

これらの方々に深く敬意を表する次第である｡

平成11年 2月



1.グアテマラ国の概要

1.1自然概況

グアテマラは北と西側はメキシコに､東側はホンデュラス､エル･サルウ寸ァドル､カリブ海に

面し､南は太平洋に面しており､国土面積は108,890 kⅡfである｡

国土は地形上から太平洋岸平原､高原地域､エル･へ○テン低地の3地域に分けられる｡太平洋

岸平原は､幅が40km-80kmと比較的狭く熱帯性気候で､サトウキビ栽培が盛んである｡高

原地域は側面が切り立っており､東西方向の深い谷によって分けられる｡このような谷は

3ケ所あり､ホンデュラス湾に注いでいる｡気候は温帯性気候で住み易く､中央高原にあ

る首都クヾァテマラシティーは年間を通じて温度差が小さく､常春の地といわれている｡雨期は5月

から10月までで､他の半年は乾期となり､雨期は冬､乾期は夏と呼ばれている｡

エル･へ○テン低地は､ユカタン半島の一部を含む北グアテマラに位置し標高は150m-200m程度

の平坦地である｡気候は熱 帯性で深い雨林で覆われている｡

河川は､高原地域からカリブ海側に流れるものは比較的緩やかで長く､太平洋側に流下

する河川は一般に急流である.国内には湖が点在し､最大のイサベル湖や北部の古代文明

遺跡近くにあるペテン･イッツア湖の他､火山湖で風光明楯なアティトラン湖､アマテイ

トラン湖､グイ-湖等がある｡

なお､グアテマラでは､平成10年10月31日から11月4日にかけてハリケーン･ミッチ及

びこの勢力が弱まった熱帯低気圧の影響により､中部･北西部･南西部地域を中心として

記録的な集中豪雨が続き､各地で河川の氾濫等により甚大な人的･物的被害が発生した｡

1.2社会･経済状況

グアテマラ国は1970年以降軍人大統領が続いたが､ 1985年12月の大統領選挙の結果ビニ

シオ･セレソ氏が選出され､民政移管が達成された｡セレソ大統領は人権問題､貧困階級

の生活向上等に努めたが､腐敗の弊に陥り経済政策でも大きな成果があげられなかった｡

1991年にはセラーノ大統領が就任したが､同年6月自演クーデターに失敗し失脚した｡

これによって誕生したデ･レオン大統領は改府･ゲリラ間の和平交渉､貧困対策､人権改

善等を積極的に推進した｡ 1994年には国連の介入を得て和平交渉はは大幅な進展が見られ

た｡ 1996年1月に就任したアルス一大統領は､基本的に前政権の政策を引き継ぎ､和平･

民主化プロセスの推進､経済構造改革の一層の推進に尽力し､同年12月29日に政府･ゲリ

ラ間で最終和平合意が成立し､ 3 6年間に亘って続いてきた中米最後の内戦が終了した｡

国の経済としては､ 90年以降世銀からの融資が停止されていたが､セラーノ政権は国際

金融社会-の復帰を目標として､経済構造調整政策を実施し､ 1992年には世銀が融資を承

認するとともに､ IMFもスタントハサイ･ルシナットを承認し､国際金融社会-の復活を果たした.

1
-
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当国の潅淑については､ 1930年頃から今日まで民間資本により､いくつかの港概開発が

国の至る所で行われてきた｡南部海岸地方では､バナナ会社であるフルーツカンハ○ニーがそれぞれ

10,000ha､ 6,000haを濯概している｡また､太平洋岸では至る所で大小の事業主が小さな港

概組織を形成し､合わせて6, 000haを網羅している｡また､高原地域では大きな峡谷や牧草

地を合わせて4, 500haのうち一部は主要河)II水によって潅擬されている.大西洋岸ではユナイ

テッドフルJyカンハoニーが全体で5,000haを濯概している.

一方､国営澄渡開発はとして政府が潅概事業に着手したのはごく最近である｡計画･実

施された主要な国営澄渡事業としては､バ- ･ベラパス県のサマラ地区1,000ha､モンハス

地区450ha､アサンシオン･ミタ地区2,000ha､ラ･フラグア地区4,500ha等である｡その他

の小規模澄渡事業は年間約500haの面積で開発されている｡

当国における潅概排水事業を実施する上での問題点としては以下の事項が考えられる｡

一正確な流量及び地下水データが不足している

-港概地が高所にあることによる事業費の増加

一土地の利用､所有体制の問題及び受益者側の関心と協力の欠如

一土壌と水の関係等濯概技術の研究の不足,

一熟練技術者の絶対数の不足

一政府の財源不足

なお､国の大部分の地域では二毛作が可能な程度の降雨があり,港概による農業生産性

の増大に関する緊急性は他の分野(教育､医療､給水等)に比べてそれほど高くない｡しか

し､伝統的に貧困な地域の多くの小区画の農地では､作付状況の改善あるいは多種の作物

を栽培するために､港概を必要としている地域もある｡また,将来の人口増加に対応する

ための食糧増産は不可欠であり､濯概の有効な地域約500, 000haの港概農業の推進は国政と

して重要な問題である｡

1 - 3



その結果､ 1993年以降の経済成長率は申4-5%を達成するとともに､インフレ率につ

いても1 0%前後に落ち着く等､経済状態は好転した｡

グアテマラは､中米5カ国中で最大の人口(95年で1,062万人)及び国内総生産を有し､多

様な気候と肥沃な土壌は種々の農産物栽培を可能にしており､コーヒー､砂糖､バナナ､

カルダモン等を伝統産品とする農業が経済の根源となっている｡工業基盤も中米では最も

強固で､石油資源も存在する｡外貨収入源である輸出のうち約4割は伝統産品であるため､

国の経済はこれらの伝統産品の国際市場価格の変動に大きく左右される｡近年､このよう

な不安定な経済構造を改善するため野菜､果物､繊維加工品､花井､電気機器部品､薬品

等の非伝統産品の振興に努めている｡

なお､ 1996年6月に発表されたアスルー政権の国家計画(1996-2000)では､以下の諸目標

が掲げられている｡

一生産的な投資

一一般的､積極的､明確かつ安定した規則の確立

一生産及びより良い生活のための投資

一国家のインフラ整備と地方の開発

一消費者保護法制､自由競争のための法律整備

1.3農業状況

グアテマラ国の農用地は約455万haで,国土面積全体の約40%に当たる｡同国は22の県か

ら成り立っているが､その気候･地形条件は複雑で様々である｡

主な農作物はトウモロコシ､サトウキビ､バナナ､カルダモン､フリホール豆､小麦及

びジャガイモ等の伝統的作物である｡しかし､最近10年間には輸出用野菜(ブロッコリー､

エンドウ豆､サヤインゲン等)が特にソロラ県､チマルテナンゴ県及びサカテペケ県に導入

されている｡また､最近では輸出用野菜の栽培は西部高原地帯の幾つかに県にまで拡大し

ている｡

同国の農業は従来より殆ど天水農業であり､気象条件により地域的な栽培作物が異なっ

ている｡降雨量は､北部のエル･ペテン低地では年間約2,000mである｡クキュマテネス山

脈から首都グアテマラ市に至る高原地帯は､国内で最も乾燥した地域であり,中央部では

500mm-1, 000mで､グアテマラ市東部地域一帯では500mm程度である｡また､南部の太平洋

沿岸地域は､ 2, 000mm-2, 500mmである｡

従って､北部低平地は未だ大部分が未開の森林地帯であり､中央高原地帯では気候を活

かしたコーヒー､ジャガイモ､野菜類(イチゴ､ブロッコリー､レタス､セロリ等)が栽培

されており､太平洋沿岸では､サトウキビ､トウモロコシ､バナナ､スイカ､果物(マンゴ､

パイナップル等)が生産されている｡

1
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2.中･西部高原農村地域農林業技術開発強化計画

2.1計画の背景

中･西部高原地域は､全国2 3県の内8県から成り､中央高原(ケツアルテナンコナ県､ウエウエテナンコ寸

県)と西部高原(エル･キチェ県､サンマルコス県､ソロラ県､トトニか､oン県､チマルテナンコナ県､サカテヘ○ケ県)に分けら

れる｡国全体人口の38%を抱えている｡ 8県全体でみれば､国全体の農地面積の24%を有

しているが､農場の85%以上は3. 5ha以下の面積であり､ 40%の農場は0. 7ha以下である｡

高原全体の面積は26,089 km2で､そのうちの37.8%は農地面積であり､残りの62.2%は

国有地や住居区や道路である｡土地所有は集中し､農場は細分化している｡また､この地

域には貧困層の大部分が集まっており､自給農業あるいはそれ以下の農民で占められてい

る｡なお､高原地域には民族的多様性があり､ 66.3%はマヤ民族の住民である｡

この高原地域では､農牧生産そして森林や生物管理に関する新しい技術や知識の入手が

困難であることは､道路網の不備､言葉の壁や一般化した貧困と大いに関係している｡な

お､土壌の過度な利用､森林の悪化や更なる貧困は緊急に対策が必要とされている｡

他方､高原地域は水を確保する地理的条件を抱え､重要な森林地帯も含まれる｡森林は

主として針葉樹であり､保護と適切な管理が要求される｡

農業科学技術庁(ICTA)は､特にこの高原地域の農業生産者のための技術の改善を実施す

る機関であり､農学的研究や森林,野生生物や水生物による生産物の管理運営に関した研

究をしている｡

そのため､土壌及び水質の分析室及びバイオテクノロジーや植物保護の研究室を整備強

化する必要がある｡なお､農牧食糧省が新しい技術の普及のために農業科学技術庁を指名

しており､技術移転や知識の普及にオペレーション基地として役立つ施設を備えることが

不可欠である｡

2.2地区の概要

(1)超過

西部及び中部高原は8県から成り､この中にパルセナスICTA中央本部､チマルテナンゴ

試験場､ケツアルテナンゴ試験場が点在している｡

中央本部は､首都グアテマラシティより21km離れたヴィジャ･ヌエバ市のパルセナスに

位置し､太平洋岸に向かう道路沿いにある｡また､ ICTAには上記の2ケ所の試験場を含め

て､全国に1 3ケ所の試験場を所有している｡

1-4



(2)農業科学技術院(ICTA)の活動状況

農業科学技術院(ICTA)は､グアテマラ政府農牧食糧省の外局機関である｡ ICTAの使命は､

グアテマラの農牧業､林業及び漁業が競争力を持ち､持続的に発展するするように貢献す

ることであり､国家の補助的活動という原則に則り､実効性や継続性を求め科学技術の発

展及び普及を行うことである｡

同院は､農業に関する科学技術を開発し､その利用を推進させる機関として1973年に設

立された機関であるoその中央本部は､首都グアテマラシティより21km離れた郊外都市りヾ

イシナヤ･ヌエハ1'のパルセナスに位置し､太平洋岸に向かう道路沿いにあるoまた､全国に13ケ所

の試験場を所有している｡ (別紙の通り)

農業科学技術院は､ 1997年より天然資源､特に森林･生物及び水生物学的生産物の持続

的利用に関する研究の責任機関となっている｡この分野の研究は､国内の3つの分水界､

すなわち太平洋地区､カリブ海地区及びメキシコ湾地区に含まれる流域や小流域毎に組織

されている｡

また､同院の重要な業務としては､農業技術や情報の普及であり､各種の普及行事(フィー

ルド･デイ､展示圃場､生産者による圃場での技術指導､クすルー7.による維持作業のデモンストレーシ

ョン､森林のモデル経営等)､講座､トレーナーの養成､ワークショげ､7'ロシ寸ェクト-の技術支援,マスげィ

アによる普及､出版及び戦略的情報(地図,デー?へ～-ス､試験分析の指標､病害虫のカタげ)の

作成等を通して行っている｡また､同院では､再生が困難又は消滅の危機にある樹種や農

業用の重要種(薬用植物､基礎穀物､野菜等)の種子の保存や試験管培養も実施している｡

農業科学技術院の最高権限は農牧食糧省の大臣が議長を努める理事会にある｡この理事

会は､経済大臣､大蔵大臣､企画庁長官､サン･カルロス大学農学部長及び農業の民間部

門からの代表者から構成されている｡長官職は同院の研究活動や管理業務の全てを指揮管

理する最高責任者である.研究は､ 3つの部門にク寸Jト7o分けされた科学者により実施され

ている｡それらの部門は､再生可能天然資源部門､輸出製品部門及び食料品部門である｡

情報の普及や技術移転は､技術促進支援部門が担当している｡さらに､同院には3つの

専門分析室があり､土壌と水質､植物保護及びバイオテクノロジーに取り組んでいる｡

中央本部では､小規模な種子処理施設を運営して､民間の種苗業者に配布する基本種子

を生産･処理している｡

なお､農業科学技術院の組織図は別紙の通りである｡
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農業科学技術院の組織図

Anexo 2･ ORGANIGRAMA DEL INSTITUrO DE CI王NCIA Y TECNOLOGIA AGRICOトAS.
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2.5総合所見

本計画は､長期にわたり内戦が続いたソ-ナ･パス地域(へ○テン､キチェ､ウエウエテナンコ■､トトニか､○

ン､ソロラ､チマルテナンコ11､アルタ･へ◆ラハoス､ハ寸ホ･へ寸ラハoス､サンマルコスの9県)に含まれている中･西部高原

地域を対象にしており､また､国の多くの貧困農民が住居する地域でもあり内戦後の｢グ｣

国政府が最も力を入れている地域である｡

~ なお､グアテマラ政府の国家開発計画(1996-2000年)では､前述の如く生産的な投資､生

産及びより良い生活のための投資､国家のインフラ整備と地方の開発等の開発指標が掲げ

られており､この上位計画を実現するためには本計画は､非常に優先度が高いプロジェク

トであると思われる｡

このような状況下で､本プロジェクトは国の農産物の生産性を向上させるとともに､貧

困対策に側面的に協力できる計画であり､ ｢グ｣国の本計画に対する優先度も非常に高く､

第三国の援助がない状況下では､我が国が協力するに十分な効果が有ると思慮するもので

ある｡
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2. 3事業計画の概要

(1)目的

西部及び中央高原の農村住民のために､農業生産や畜産そして再生可能天然資源､特に

森林､水及び生物を管理する上で､遺伝子材料､技術や知識を効率よく適用することであ

る｡

このため､本計画は特に国内の中央及び西部の高原地帯における情報､技術や農業資機

材の要求に対応するために､ ICTAの幾つかの選定された部門の能力を強化するものである｡

(2)計画内容

プロジェクトは､農業利用者や作業施設に最も近い位置を利用し､建設や機材整備を3

ヶ所にて最も適切な形で計画する｡中央本部をパルセナス､試験場はチマルテナンゴ及び

ケツアルテナンゴとする｡各地区における施設計画は以下の通りである｡

ヾルセナス中央本部

-ジーンバンク､情報処理室の建設

一土壌研究所の建設

一苗木の生育及び順応を目的とした温室(/ヾイオテクノロゾー)

一上記施設の水を確保するための井戸の掘削

チマルテナンゴ試験

一野菜の種子生産支援用の低温室

一野菜の種子生産支援の温室

一技術情報普及センターの建設

一植物保護及び毒性残留物研究所の建設

ケツアルテナンゴ試験

-バイオテクノロジー研究室用及び野菜の種子生産用温室

一技術普及センターの建設

一植物保護及び毒性残留物研究所

一港概用及び施設用飲料水の確保のための井戸の掘削

2.4事業実施計画

要請機関は､農牧食糧省(Ministerio de Agricultura, Ganaderia yAlimentaci6n )

であり､また事業実施機関は農業科学技術院(ICTA)である｡本プロジェクトは国家計画に

基づいた緊急性の高い計画であるため､日本の無償資金協力を前提に､初年度は基本設計調

査(B/D)を実施し､ 2年目には実施設計調査(D/D)及び建設工事実施を計画してい

る｡
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キューバ共和国



1.キューバ国の概要

1. 1旦墜盈逸

キューバは､カリブ海域のメキシコ湾入口に位置し､キューバ本島をはじめ約1,600の′｣､

島からなる群島国であり､北緯20｡ -23｡
､西経74o

-85oにあって､全体の国土面積は

約1 2万平方キ叶トルである｡南北アメリカの間の恵まれた位置から､かつては｢メキシコ

湾の真珠｣と呼ばれた｡北にはフロリダ海峡と-バナ水域､南にはカリブ海とジャマイカ､

西にはユカタン海峡､東にはハoげルゼェントス海峡によって隔てられているハイチ共和国が

ある｡

キューバ本島はアンティール列島で最大の島であり､長さは東西約1･200km､幅は南北方

向191kmから最狭部31kmである｡気候は島全体が亜熱帯気候に属し､雨期(5月-10月)と乾

期(11月-4月)が明確に分かれているo地形的は東部にはシエラ･マエストラ山地があるが､

他は平地･低い丘陵地となっている｡年平均気温は25･ 5℃(夏季7-8月の平均気温は27･ 4℃､

冬季1-2月の平均気温は22. 2℃である｡ )で､首都-バナの年間の平均降雨量は1･ 375mmで

ある｡

1.2塾会･経済状況

キューバ国は､フィデル･カストロが国家元首､閣僚会議議長､軍最高司令官,キュー

バ共産党第一書記の役職を兼ね､全ての国家権力を一身に集中し､社会主義国としての体

制の基盤が確立されている｡

対アメリカには､無条件の関係正常化､経済封鎖の解除､グアンタナモ基地の返還等を

要求しているoまた､国連総会では､ 4年続けてキューバに対するアメリカの経済封鎖非

難決議が採択された｡一方､アメリカ政府は1996年2月のキューバによる米民間機撃墜を

契機に､新たな対キューバ制裁法(-ルムズ･バートン法)を1996年3月に成立させたが､

各国は同法の実行に懸念を持っている状況である○これに対し､クリントン米国大統領は

1999年に入って､対キューバ経済制裁の緩和を拡大し､人的交流を活発にするとともに､

これまで禁止していた食糧輸出を認める措置を発表した｡

経済状況としては､ 1990年以降､経済不振の影響から歳入が減少する一方で､赤字国営

企業に対する補助金の拡大から歳出が増加し､ 1993年には対GD P比33･5%にまで財政赤

字が拡大した｡

その後､タバコ､アルコール､燃料､電気､交通､郵便等の価格の引き上げの実施､新

たな税の徴収が行われ歳入を強化する一方､国営企業に対する補助金の削減､省庁･国家

機関の統合による合理化を図っている｡また､一部国営企業と外資との合弁などを進め､

歳出の削減を図っている｡なお､ 1996年には-リゲ-ン等の自然災害で400百万ペソの被害
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を受けているが,それでも歳出は前年比8%削減し､財政赤字は､対GDP比2.4%まで改

善してきている｡

なお､最近は砂糖に代わる主要な収入源として観光部門に力を入れており､政府観光局

は1998年の観光客数は150万人と見込んでいる｡ 1996年のホテルの客室占有率は55. 9%と､

前年より3.6ポイント上昇しており､観光ホテルの建設も進んでいる｡観光客の内訳はカナ

ダ人が最も多く､次いでイタリア､ドイツ､スペイン等の欧JJll諸国､アルゼンチン､ブラ

ジルの中南米諸国となっている｡

1.3農業状況

キューバの土壌は全体的にアルカリ性が強く､澄渡施設の不備､土地改良の遅れもあり､

耕作可能地は全国土の23%に過ぎないが､農地面積は1989年時点で356万ヘクタール(港概地は

87万ヘクタール)であり､国土の31% (潅概地は7.6%)である｡

革命以前の農地の大部分は少数の個人及び企業に所有されており､ 100ヘクタール以上の農地

所有者は全農地所有者の8 %にすぎなかった｡革命政府は土地利用の改善を図るため､

1959年には402ヘクタールを超える個人の土地所有を禁ずる農地改革法を公布し､また､ 1960年

には土地国有化法を公布して217万ヘクタールの土地を接収した｡

主要農業生産物は､砂糖､タバコ､柑橘類､コーヒーであり､その中でも特に砂糖が重

要な外貨獲得源である｡ 1996年実績では､砂糖の輸出は同国の輸出収入の50%以上を占め

ている｡ 1980年代の砂糖生産は､年間7-8百万トンで推移してきたが､ 1990年代に入る

と燃料不足から設備稼働に支障をきたしたのに加え､十分な肥料が賄えず砂糖生産は低下

の傾向をたどった｡さらに､ 1993年3月には大型の台風が同国の農場を襲い大被害をもた

らした｡このため､翌94-95年の生産量は過去50年間で最低の水準である3 4 8万トンに

まで落ち込んだ｡

政府は生産回復を目指すため､砂糖産業にも外貨導入を認め､ 1993年9月には国営農場

を協同組合方式に転換し､農業生産の生産性を高めるべく改革を実施した｡土地の使用権

を得た労働者は生産の責任を負う代わりに､余剰生産物を市場に売却出来るようになった｡

また､ 1995年9月からは､生産目標を達成した砂糖工場労働者にクーポン券を支給する等､

労働者の勤労意欲を高めて増産を目指す施策がとられた｡この結果95-96年の砂糖生産は

やや回復して44 5万トンを記録したものの､過去め生産水準には遠く及ばないものであ

った｡

キューバは平地･丘陵地が多く､かなりの放牧地が粗放的経営となっている｡また､現

在放牧･草地として利用されている土地の一部をトウモロコシ､コムギ栽培に転換利用すること

も計画されている｡稲作は二期作で､水田面積は約20万ha､生産量は年間約50万トンである｡
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野菜栽培は,都市近郊で顕著であり､生産組織の整備に伴い野菜生産は向上してきた｡被

覆栽培が増加､育苗･定植システムも定着し､機械か機械化カセット育苗も導入されるように

なっている｡露地葉菜は直播が大部分であるが､育苗･定植-の動きがある｡

中部地域の山地には高冷地があるが､高冷地野菜の開発はまだ開始されたばかりである｡

果樹はオレンジはじめ熱帯･亜熱帯果樹が大面積栽培されている｡キューバでは､全般的

に土地が粗放に使用されているため,このような土地の有効利用することによりキューバ

農業の発展の余地がかなりあるものとされている｡

なお､キューバ農業における土地利用図､米栽培分布図､野菜栽培分布図を次頁に示す｡

1.4港蔽農業の状況

キューバの農業可能地は､約7百万ヘクタールある｡この内約38. 5%に当たる270万ヘクタールが港

概可能面積であるo乾期(冬期)には澄渡を行い､雨期(春及び夏)には排水を行う必

要がある｡潅概排水の活動は､ 1959年より急速に開発が始められ､濯概機器の国内産業を

発展させる基礎となる食糧供給地の推進､港概排水施設や濯概機器の整備､専門技術者の

養成に対し､政府により多くの投資が行われた｡

しかしながら､国内の澄渡施設やその他の大規模な水利施設が農業生産に対する十分貢

献するまでには至っていない○この理由としては非常に複雑であり,技術や組織に関わる

多くの要因が関わっているo技術的要因としては､施設を正しく運用･管理するために必

要な機材整備がある｡この機材の多くは輸入品であるために､新規の導入や取替えが難し

く､運転機能を維持するために必要な部品の入手も困難である｡

一方､近年排水問題や塩害が著しい地域が増え､排水施設の維持管理や建設も必要にな

っているが､このための整備には国内で調達できない機材が必要となってくる｡キューバ

における港概排水活動の状況は下表の通りである｡

指標 単位 1959年以前 現在 将来展望

港液面積 Ha 160,000 1,020,000 2,200,000

貯水量 M3 47,800,000 9,000,000,000 18,200,000,000

排水不良地区 Ha 1,800,000 減少

塩害地区 Ha 2,000,000 減少

機器数 Eヨ
P 0 1,500 増加

1977年に港淑排水研究局(ⅠIDR)が設立され､新しい段階が始まったo基礎に関する技術

移転が実施され､港概や流量測定のための機材の開発や自動化が推進された｡また､施設
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米の栽培分布園
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野菜の栽培分布図
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潅忠排水研究局(I lRD)内の配置図
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の運用に関する新しい手法の導入､主要農産物の水の必要性に関する調査研究､澄渡制度

の地方分権化､土壌の水理的特性及び土壌中の水の動きに関する研究､排水施設での各種

溶液の特性､国内の潅概排水活動の組織化､その活動における主要問題点の特定も行われ

ている｡

そして､港概施設の開発及び運用に関する政策や戦略の方向づけも考えられている｡こ

の状況に対応するため､濯概排水研究局は各分野の優秀な人材を揃え, 41人の研究員､ 22

人の専門家､ 40人の技術者など計230人がおり､その中には理学博士8人､理学修士9人及び

科学者1名在籍し､農業生産問題に取り組んでいる｡また､この分野の関連技術の研究､

評価､確認及び開発のための施設も備えている｡

国内の港概方法は､澄渡地の57%が加圧方式による港概である｡これには､センターピ

ボット潅概､中･高負荷によるスプリンクラー移動式散水港概があるが､いずれも港概効

率が悪い旧式の機器が使われているため､新機器に交換する必要がある｡

他方､潅概地の43%は地表重力港淑であり､施設運営コストが低いことで広く利用され

ている｡しかし､施設の現況は痛ましく､土地の地均しが正しく行われず設計も良くない

ため､圃場全体に十分港淑できない地域が多くある｡

キューバは島国であり､海岸地域で塩類集積が深刻な問題となっている地域が100万ha

ある｡これらの土地の復旧という国家的問題は､持続可能な農業のためには政府にとって

優先度の高い課題となっている｡排水及び塩類土壌の改良に閲し､サトウキビ栽培地にお

ける圃場の地区毎の排水実施が考えられる｡これにより砂糖生産の増加を図り､地均し,

水調整のための暗渠排水や開水路排水の建設､塩類集積地あるいはその可能性のある土地

での排水による改善対策の実施を含めた排水体系を整備し,現在の生産地区で塩類集積問

題が生じることを避けるようにするする必要がある｡

従って､上記問題点の解決方法として以下の対策がⅠIRDで打ち出されている｡

一澄渡効率を上げるためセンターtoホ○ット､スプリンクラー等の機器の改良と新型導入

一機械類の保護装置の完全整備

-バルブ､フィルター等の開発及び製作

一稲作における港概排水施設近代化のための技術の確立

一澄渡水路の建設及び維持管理のための装置の開発及び製作

-レーザーを使用した地均し技術の導入

一排水路の維持管理に必要な機材の開発

-パイプによる排水施設を建設するための特殊機械の開発と調達

-ゲート､バルブ､水量測定装置の開発と製作

一表流水の新しい漉過装置の開廃

一生産スペシャリストの養成計画の作成
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2.澄渡排水研究局強化復旧計画

2.1計画の背景

キューバの農業は不利な気候条件のもとに行われており､非常に不安定で困難な状況下､

すなわち乾期(11月-4月)においては年間降雨量1,200-の約20%であり､ 5月-10月の雨期

には残りの80%が降るo

キューバの農業資源は約670万haの農地であるが､この内約300万haは周期的な洪水被害､

排水不良､塩類化等の問題がある地域である｡国全体の利用可能な水資源量は221億トンで

あり､この内現状では約50%が利用されているのみである｡利用可能水源量として約182

億トンが農地-の濯概に利用できるといわれているo 現在の澄渡技術､濯淑効率で潅蔽で

きる面積としては270万haとなり､これは同国の農業資源の38.5%に相当する｡

このような状況を見れば港概効率を良くし､濯軟面積を増大させることは可能である.

実行された水資源開発計画の結果として､農業省管轄の濯概面積は1991年までには58万

7,200haとなった｡また､サトウキビ畑は40万ha以上になった0

ここ数年のキューバ経済危機は､港概排水事業推進にも影響を与える出来事であった｡

このため､ 1991年より1996年までの間に農業省管轄の港液面積は17%減少した｡この5年

間に施設の維持管理､改修､濯概排水技術の近代化等のための資金源が不充分であったた

め､水利施設の老朽化･損傷により港淑面積10万2, 000haが港概不可能になった｡同様に､

事業に携わる技術職員の強力な人員削減が行われた｡

同国の農業分野は､国民により良い食糧の供給を約束し､農家-の更なる労働及び収入

を増大させ､基礎食糧の輸入を減少させ､国家経済において農牧業の生産及び生産活動を

強力に増加させるとともに持続性を達成させることが最優先課題である｡

農産物の生産性増大のための解決すべき基本的問題は､港概施設の老朽化･損傷状態で

放置されている施設の復旧をし､ 1991年までのレベルを回復するとともに､持続的な生産

を保持するため､新しい潅概排水技術の導入が急務である｡

2.2地区の概要

(1)位置及び現状

潅蔽排水研究局(ⅠIRD)の本部は､首都-バナ市内のアローヨ･ナランホ地区にある｡

事務所の住所は､カミ-ジョ･シェンフエゴス通り､ 27街道にあり､建設及び機材設備を

行う場所は次頁の図の通りである｡

同局には､現在230人の職員が働いており､国の澄渡排水システムの効率アップに貢献し

ている｡

2 - 9
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ⅠIRDでは,現在の生産レベルを維持拡大し､キューバの農業の持続を保証し､国家の主

要な財産である人間と環境を維持するために､上記の諸対策を全てそしてそれぞれを考慮

した計画を早急に樹立するための活動を実施している｡

農地の利用状況においては､ 1993年に実施された経済改革によって､農地の管理制度が

大きく変更された｡従来は農地全体の75.2%を国が直接管理していたものが､ 1994年には

32.7%と半減したo一方､この期間に非政府組織の土地利用が24.8%から67.3%と倍増し

た.これらの組織はUBPC(Unidad Basica de Producci6n Cooperativa) ､ CPA(Cooperativas

de Producci6n Agropecuaria)､ CCS(Cooperativas de Creditos y Servicios)である.

これらの組織の土地利用面積は以下の表の通りである｡

1992年 1994年

面積(*1,000ha) 同左割合 面積(*1,000ha) 同左割合

国全体の農地 6,774.9 100.0 6,685.8 100.0

国家管轄地 5,097.7 75.2 2,186.1 32.7

非政府組織地 1,677.2 24.8 4,499.7 67.3

UBPC 2,825.6 42.3

CPA 690.3 10.2 669.0 10.0

CCS 752.7 ll.1 772.8 ll.6

個人有地 234.2 3.5 232.3 3.4
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2.3計画の内容

(1)a_A

短期目標としては､国内の技術の発展及び移転のため､港概排水研究局(ⅠIRD)の職員の

技術力の向上を図るものであり､また､キューバ及び周辺カリブ諸国のために地方研修セ

ンター及び科学技術センターを創設し､澄渡農業を営む関係者の能力を強化するものであ

る｡

(2)計画の内容

本計画は以下の活動計画を実施するものである｡

1)潅概排水研究局(ⅠIRD)の施設改修

ⅠIRDが管理している施設及び設備の改修､又は近代化を図るo すなわち､水理実験

室､水･土･植物実験室､自動化実験室､原形及び機械設計製作所､マイクロ濯概

システムを利用した栽培パイロットファーム等の改修､新設である｡

2)農村及び農業施設の開発

農道及び排水路の改修及び建設o IIRDの水供給施設(井戸及び配水パイプ網)の設備

開発｡

3)研修センター､科学技術センターの建設

潅概排水における科学技術情報及び能力アップのためのセンターの建設及び､機械

設備の調達｡

2.4総合所見`

本計画は､キューバの農牧分野において､砂糖に代わる輸出品の代用を探すため､及び

国際市場においてキューバの生産物が競争に参入するため､同分野の澄渡に関する先端技

術の導入をとおして､濯概できる地域の生産性を向上させることが最も優先度の高いとい

う国政に合致した計画である｡

本計画は､特に潅概システムの低い効率と､既に漕艇地を所有している地域の低い生産

性を解決するためのものであり､現有施設の復旧をとおして現在使用されている施設を完

全なものとし､また､新しい濯概技術の発展のためにも大きく貢献するものである｡

さらに､本プロジェクトは､港概排水の科学技術インフォメーションや能力アップのた

めの拠点づくりとして研修センターを建設し､周辺のカリブ諸国にも貢献できる計画であ

る.このように本計画はキューバ国のみならず､周辺カリブ諸国の先頭をきって指導的立

場をとりながら地域全体で技術力向上を目指している優先度の高いプロジェクトであると

思料される｡
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3.その他の案件概要

現在､キューバでは地下水利用によるセンターピボット等加圧漕艇が広く利用されて

いるo このため､最近では海岸地域の平坦地では井戸水汲み上げる澄渡水に塩分が含ま

れ､地下水利用が出来ない区域が増加しており､大きな問題となりつつある｡

潅蔽排水研究局(ⅠIRD)では､このような地域のラち特に重要な地域である下記の計画

についても､早期の実施を希望している優良案件であるo

｢ササーシエゴ地区港概システム改善計画｣の概要

(1)計画対象地区の概要

本計画地区は､キューバ国のほぼ中央部､シエゴ･デ･アビラ県南部海岸地域の平坦

地で､ 7つの組合(Cooperativa)と2つの農場で構成された約3,600haの既設農地である｡

ここでは主にイモ類､豆類､野菜等が生産されており､生産規模は年間約10万トンある｡

現在は､地下水利用によるセンターピボット港概が行われているが,地下水に塩類が混

入しており,地表水港概システムに水源変更の計画があるo

新たな水源としては､国の水資源を管理している水資源局(INRH)によって建設された

ササダム湖の水の導水路として幹線水路が3 6 kmにわたって建設が完了しており､地

区内を貫通している｡

この水源を活用して､現在ⅠIRDでは地表港概用の地区内3水路が計画されている｡

対象地区の概要を纏めると以下の通りである｡

一対象地区 :約3,600 ha

一地区標高
: EL 3, 320m-3,400m

一関係町村 :シエゴ･デ･アビラ県南部海岸近郊ミナグリ

ー潅概面積 :canal P-13 : 400ha

Canal P-14 : 670ha

Canal CP-3 :1,800ha 計 2,870ha

一現況土地利用:既設農地(畑地)

-主要栽培作物:ジャガイモ､バナナ､キャベツ､イモ類､豆類､野菜等

一地区の位置:別耗図面の通り

(2)計画の目的

計画の目的は､地下水利用による濯概システムは､維持管理費が高い､地下水に塩類が

混入等の問題があるため､管理費が安価でしかも塩水の心配の無い地表水を利用すること

により､安価で安全な農産物栽培を実現し､食糧の安定供給を図るとともに､同県内にあ

る観光リゾート地で消費される新鮮野菜の供給基地として位置つけるものである｡

2-12



｢グイネス市周辺澄渡システム改善計画｣の概要

(1)計画対象地区の概要

本地区は首都ハバナ市から南東-50kmに位置し､首都圏-の食糧供給地として古くか

ら澄渡農業が盛んな地域である｡また､最近では都市部で多く消費される生鮮野菜類の

栽培も交通アクセスが良いため増加してきた｡グィネス市の土地所有は､1993年の国の

土地改革によって大きく変動し､現在はUBPCが3,634ha(61%)､ CPAが1,361ha

(23%)､ CCSが923ha(16%)の計5,918haとなっている｡

主な栽培作物は､ジャガイモ､サツマイモ､トウモロコシ､トマト､バナナ､タマネ

ギ､キャベツ､ユカ､米等である｡

濯軟水源としては､地下水利用が78%で地表水利用が残りの22%である｡地区の濯概

状況は別紙図の通りであるo

本地区では､ポンプ機器及び濯概器具の老朽化･損傷及び維持管理用機械の老朽化が

地区の最大の問題となっており､持続的農業を実現するための機材の調達を計画要望し

ている｡

(2)計画の内容

首都圏-の食糧供給基地として持続的農業を確立するため､地区内にある濯淑排水施

設(センターt.ポット37ケ所､潅軟水路50km､排水路24km等)及び道路(295km)の整備用機材の調

達を計画する｡

-ポンプ設備､澄渡機器の更新､近代化

一維持管理機械(デ小○-サ○､バックホウ､ク寸レーダー等)の調達､ワークショップ

ーUBPC､ CPA等の協同組合の組織強化のための施設建設

2-14
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2. Ohjetivos y contenido del Proyecto

(1) Objedvos del Proyecto

① objetivosa codo plazo

･ Fortalecer la c甲aCidad institucionaldel bstituto de hvestigac10neS de Riego y hje

para desa-lhr y trans免血tecnologias de avan2Ada en el pais･

･ Propiciar la creaci6n deunCentro Regionalde Capacitaci6n e hformaci6n CientfBco-

Ticnica p甲a Cuba y palSeS Caribeaos.

② objetivosa mediano y l町gO Plazo

･ conbibuir a la felevaci6n de la e丘ciencia de lo§sistemas deriego y drenaje.

･ General y transferir tecnologias deri9gO y drenaje,cuyo uso permita mejorar los

indicadores ticnico-e∽n6picos de las areas 4e regadio,

･ Proponer soluciones a los problemas tecno16gicosde los sistemas deriego y drenajey a

los de姐丘os ambientales y socioecondmicos que losmismos conllevan.

･ Formar y capacitar a obreros, ticnicos y gerentes queintervienen些LeLdiseao, operaci6n

y mantenimiento de los sistemas deriego y drenaje.

･ Organizar, divulgar y ext孤der el uso de la informaci6n cientifico-ticnica en nego y

drenaje.

･ Organi2ar Cient述camente la operaci6n y el maJltenimiento de los sistemas deriego y

drenaje

@ Relaci6n entre el Proyecto y sus
objetivos,su efecto y contribuci6n del Proyectoal

cumplimiento de sus objetivos

Con el Proyecto se pretende construir, rehabilitar y modemiz訂 el Instituto de

lnvestlgaCiones de Riego y D托naje del Ministerio de la Agriculttnn, lo cualpemitira

ampliar la capacidad institucionalpara generar y transferiraltas tecnologl'as deriego y

drenajea la agncultura cubana yformar y capacitar a obreros y especialistas de la actividad.

EI Proyecto, adem丘s, harauna contribuci6n especial a l'ospalSeS Caribcaos, con la creaci6n

del Centro reglOnal de CapacltaCi6n e lnformaci6n Cientifico-Timica en Riego y D托naje.
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1.現地写真

2.調査団の構成

3.調査日程

4.面会者リスト

5.収集資料

6.キュー/(I国港概排水研究局強化復旧計画の要請書(秦)
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グアテマア国 匡亘至マ妻壁

バルセナス中央本部

本部事務所玄関

中央高原の幹線道路



ケツァルテナンゴ試験場

種子採取用卜ウモロコシ

バイオ用温室



中央高原の農地

同上

高原地帯の圃場灌漑



キューバ国　匪蔓二些型

灌漑排水局の建物

同上内のガレージ

同上内の試験圃場

（マイクロスプリンクラー灌漑）



灌漑機器製造機

各種灌漑パイプ付属品

土壌物理実験室



チマルテナンゴ試験場

試験場内圃場

（タマネギ）

場内温室栽培



調査員の経歴

1)氏 名

2)生年月 日

3)現 住 所

4)専門技術

5)最終学歴

6)職 歴

桜井 正信 (SAKURAI MASANOBU)

昭和23年9月29日(50歳)

埼玉県草加市谷塚町1 4 9 1 (TEL 0489-24-8625)

農業土木 技術士補

昭和46年3月 岐阜大学農学部農業工学科卒業

昭和46-平成元年:内外エンジニアリング(秩)本社技術部

平成2-平成7年: J/ 海外事業本部 技術次長

平成7年6月- 海外事業本部 企画部長

7)主要業務経歴:昭和56年 ハ○テクナァイ国イポア湖北西部農業開発計画(F/S)

昭和58年 エジプト国北ホサイニア南部農業開発計画(F/S)

昭和59年 ペルー国チャンカイワラル谷潅概復旧計画(F/S)

昭和62年 ポリヴィア国コチヤ/ヾンハ中州野菜種子増殖計画(B/D)

昭和63年 /∫ ∫/ 実施設計(D/D)

平成元年 ペルー国チャンカイワラル谷潅概復旧計画(B/D)

平成3-4年ペルー国チャンカイワラル谷潅概復旧計画(s/v)

平成5年 コロンビア国傾斜地域農業モデルインフラ実施設計(D/D)

平成6年 メナ J/ 施工監理(短期専門家)

平成7年 エル･サルウ÷ァドル国サボティタン地区農村総合整備計画

基本設計調査及び実施設計調査

平成8年 7イリ[oン国インファンタ地区天水農業環境整備計画(B/D)

平成9年 コロンヒ1'ァ国傾斜地域農業開発､潅渡施設短期専門家

Jl ホンデュラス国潅概排水技術開発計画実施設計調査

平成10年 JJ // 施工監理(短期専門家)

JI

Ji('げィア国コチャハ1tンハ寸種子増殖計画フが-アブ7o調査



活用されていない

幹線水路

灌漑水路、分水工

セントピポット灌漑



日程表

日順 年月日 出発地 到着地 宿泊地 摘要

1

1998

ll.30(日) 成田 メキシコ メキシコシティ出発､メキシコ着

2 12.1(火) メキシコ

グアテマラ

キューバ

グアテマラ

キューバ

ロサンゲルス

成田

ク十アテマラシティク寸アテマラ着､大使館表敬

3 2(水) // 農牧省､関係機関協議､

4 3(木)
// ⅠcTA協議､現地調査

5 4(金) E] 現地調査

6 5(土) // 資料収集,資料整理

7 6(日) ハバナ 移動

8 7(月)
// ⅠⅠRD協議､大使館表敬

9 8(火) // 農業省､対外協力省協議

10 9(水) // 現地調査(ハハ11ナ市近郊)

EEI 10(木) シエコ◆デアビラ現地調査(シエコ寸デアビラ地区)

12 ll(金) // //

13 12(土) ハバナ 資料整理

14 13(日) ロサンゼルス 移動

15 14(月) ロサンでルス 機中 移動

16 15(火) 帰国



5.収集資料

【グアテマラ国】

1)RESTAUR〟ⅧO EL TEJIDO DE LA PAZ:FONAPAZ(1992-1996)

2)PLAN ESTRATEGICO:Unidad de Operaciones Rurales 1998-2000

3)ESTADISTICAS DE PRODUCCIC-N AGRICOLAS 1997年12月

4)PRECIOS MATERIALES DE CONSTRUCCION 1998$10j]

5)PROYECTO DE FORTALECIMIENTO A LOS HORTICULTORES DE 28 MINIRIEGOS DEL

MUNICIPIO DE ZUNIL, QUETZALTENANGO 1997* 7j]

6)NUEVO ENFOQUE TECNICO FLTNCIONAL : ICTA

7)地形図(IGN)

･グアテマラ全図:1/500,000

･地形図 :1/250,000

･地形図 :1/50,000

【キューバ国】

枚

枚

枚

4

4

3

1)SITUACION ACTUAL Y PERSPECTIVA DEL RIEGO Y EL DRENAJE EN CUBA 1998年7月

2)FOREIGN INVESTMENT LAW No. 77 CUba

3) INFORME ESTRATEGICO IIRD 1997*12j]

4)LINEAMIENTOS PARA LA ORGANIZACION DEL RIEGO A NIVEL EMPRESARIAL

1997年4月

5)PLANOS DE PROY. EMPRESA DE CULTIVOS VARIOS JUVENTUD HEROICA

6)GUINEs地区の概要

7)PLANTA de SITUACION ACTUAL de PROYECTO GUINES (S-i :25, 000)



灌漑用ポンプ場

支線水路、小分水

バナナ園における

マイクロスプリンクラー灌漑



4.面会者リスト

【グアテマラ国】

･ PLAN DE ACCION PARA LA MODERNIZACION Y FOMENTO DE LA AGRICULTURA BAJO

RIEGO (PLAMAR :港離農業近代化計画

Ing. HUGO A. ORELLANA PAZ 技術部長

Ing. FERNANDO VEGA 濯概技師

･ INSTITUTO DE CIENCIA Y TECNOLOGIA AGRICOLAS(ICTA:農業技術院)

Ing. CARLOS EDUARDO A.

Ing. WANT_TEL MARQLTEZ

Ing. FRIO MARTINEZ

Dr. LUIS F. ALDANA

･在グアテマラ日本大使館

重光 甫彦

清水 -良
･

JICA青年海外協力隊事務所

田臥 彰三

副局長

農業技師

/∫

//

公使

二等書記官

所長

【キューバ国】

･ MINISTERIO PARA LA INVERSION EXTRANJERA Y LA COLABORACION ECONOMICA

(MINVEC :対外経済協力省)

DAGMAR GONZALEZ GRAU 計画部長

ARNOLDO RODRIGUEZ

･ DIRECCION DE RELACIONES INTERNACIONALES, MINISTERIO DE LA AGRICULTURA

(農業省､国際協力部)

Lie. JUAN JOSE LEON VEGA 部長

MAYDA HERNANDEZ DIAZ

･ INSTITUTO DE INVESTIGACIONES DE RIEGO寸DRENAJE(ⅠIRD:澄渡排水研究局)

Ing. JUAN STINCER CORDOUES 局長

Dr. REYNALDO REY GARCIA 次長

Msc. PEDRO A. GONZALEZ BAUCELLS 施設管理部長

Ing. JULIO REYES FERNANDEZ 濯概技師



6.キューバ国澄渡排水研究局強化復旧計画要請書

(本要請書は実施機関であるⅠIRDと共同で作成したものである)



Formulario de Sohcittld de la CooDeraCi6n Fin&JICiera

no Reembokable del JaD6n

S o lieitante

Gobiemo de Cuba

Sector: Agropecuario

Sub-Sector: Riego y DrenaJe

Costo total del Proyecto:

USD: 6500000

Eqllivalente a de yenes

Duraci6n: 3 aAos (1998-2000)

Ministerio responsable :

Ministerio de la Agricultura

Tl'tulo del Proyecto

Remodelaci6n y equlPamiento del lnstituto de

Investigaciones de Riego y DrenaJe

Tipo del Proyecto

Construcci6n deinstalaciones y suministro de

equlpO S

Organismo de implementaci6n:

Instituto de lnvestlgaCiones de Riego y

DrenaJ e

Ciudad de La Habana, Cuba, Noviembre de 1997



Ⅰ.Descnpci6n del Proyecto

EI Proyecto consiste en la remodelaci6n y equlPmentO del hstituto de InvestlgaCIOneS de Rjego

y Dmaje del Ministerio de la Agricultura de h Repdblica de Cuba, con vistas aampliar su

capacidad institucionalpam dBLr reSPueStaalprograna de des-Ilo deriego y drenaje de la

agricultura cubana en el periodo 1997-2002･ Con la ejecuci6n de este proyecto se pretende

perfeccionar y lograr nuevas tecnologias en:

･ Maquinas deriego y aspersidn.
･ Riego lotalizadoy miniaspcTSi6n.
･ Atrtomatizaci6n delriego y el drenaje.
｡ htroducci6n del LASER en la tecnologia de nivelaci6n de tierras y construcci6n de sistemas

deriego y drenaje.
｡ Rjego superBcial, drenajeagn'cola y recuperaci6n de suelos salinizados.

｡ Organ12aCi6n de la actividad delriego y el drenajey adiestramiento del personal que trabajaen
lamisma.

EI Proyecto se ubica en la Ciudad de La Habana, atmque los resultados delmismo bene丘cia a

todo el pals, a trav6s de laintroducci6n de ユasnuevas tecnologias que se desamllen.

I. Informaci6n general

(1) Situaci6n actualdelrieEO V el drenaie en Cuba

En Cuba la agncu血ra de secano presenta muchas dificultades pan su desarrollo, debido a contar

con un balance clim丘tico des免vorable･ En elperiodo seco Pov.-Abril) la lluvia es e1 20% del

totalanualque es 1200 mm･ E1 80% restante ocurre en los meses de mayo a octubre.

El fondo agn'cola cubano es de 6,7 x 106 hectireas de tierras･ De este fondo agricola existen 3 x

106 hectareas que presentanproblemas deinundacionesperi6dicas,
maldrenajeinterno y/o

salinidad.

El potencial utilizable de los recursos hidraulicos de Cuba es de 22100 x 106 m3 de agua･ En la

actualidad se explota e1 50% de este potencial･

Del potencialhidr血1ico utili2able, se estima que podran ser destinadoalregadio de las are2LS

agricolas unos 18200 x 106 m3 de agua･

Con ユast6cnicas deriego actuales, con la§e丘ciencias que se申enen de lasmismas y la§normas de

nego hasta el presente estimadas, pudieranregarse 2,7 x 106 hectareas de tierra, que representa

silo e1 38,5% delfondo agricoh cubano.

Es evidente que para las condiciones de Cuba,unaumento en areas bajo nego silo es factible

mediante elincremento en la eficiencia del regadio･



Como resultado del programa de desamllo hidziulico de Cuba, el area bajoriego del Ministerio

de la･Agricul佃afueincrementhdose For aao hasta llegar a contar en 1991 con 587231

hectireas. El area caaera cont6 conalgo mas de 400000 hectareas.

La crisis econ6mica de Cuba de los dltimos a五os ha tenido tambiin una marcadaincidencia en la

actividad deriego y drenaje.

Del a&o 1991 a 1996, 1aLSareas deriego del Ministerio de la AgriculttJra decTeCieronun17%; en

estepen'odoperdi6 valor de uso deriego, 101712 hectareas deriego producto del deterioro de la

inhestructt皿de la actividadalno contarse confuente de血anciamiento su丘ciente ,pan la

operacidn, mantenimiento, reconstrucci6n y modemi2aCi6n de las ticnicas deriegd y drenaje.De
igualmanera, hubouna申申鞍dbinucidi delpersonalticnic.o_ que labor?ba en la acdvidad･ De

1 161 profesionales y timicds medios que laborabanen diferentes niveles (empresas,provincias y

naci6n)boy quedanunos 500.

(2) Problepas a solucionar en el sector

･ Es prioridad del Sector Agropecuario/′毎ecutarproyecto? y progranas de.呼OyOalincremento
de la produccidp y la productivi血d agricolai En el cas° de Cuba, s-inuna correcta estrategia
deriego y drenaje,esto es imposible de lograr.

｡ En cuanto a la actividad deriego y drenaje,el problema血ndamentala resolver es detener el
deterioro de la inhestructura ticnica y recuperar y superar los nivelesalcanzados hasta 1991

,

para lo cuales necesario血bajaren las direcciones slguientes:

■r Emplear t6cnicas modemas de 9fganizaci6n delriego y el drenaje acorde a las variadas
formas de produccidn existentes en la actualidad. Completar y adiestrar lafuer2a晦nica
neCeSarla

drenaJ e.

y velar For la correcta operaci6n y mantenimiento de los sistemas deriego y

I- Mantener en explotaci6n y moderni2ar el parque de maqumas de pivote central existentes_ en

el pals, meJOrando la calidad de las ple2aS de repuesto, sustituyendo importaciones y
desarrollando nuevos productos･

lr Lograr la fabricaci6n deuna nueva mまquina deriego de 2a
generaci6nノ~(depivote central

e16c廿ica)mediante
la cooperaci6nindustrial. ･

■r Perfeccionar la tecnologia deriego locali2ado y la miniaspersi6n･

■｢ Perfeccionar y extender la tecnologia?ubana de automati2aCi6n delriego･ r

■｢ Perfeccionar y extender la tecnologl'a de rayo LASER en la nivelaci6n de tierras y en la

construcci6n de sistemas deriego y drena)e･



(2) Contenido detallado del Provecto

EI Proyecto comprende las actividades slgulenteS :

1. h丘aestmcttm del hstituto de Investigaciones de Riego y hje PRD)

Rehabilitaci6n y modemi2aCi6n de las instalaciones y del equlPamiento de las diferentes

areas de trabajodel ⅢRD, a saber: Laboratorio Hidriulico, Laboratorio Agua-Suelo-Phnta,

Laboratorio de Automati2aCi6n, Taller de Prototipos y Diseao Mec血ico, Planta Piloto para

la
producci9n

de sistemas demicroirrigaci6n･

2. Ⅰ血structt皿Ruraly Agricola

Construcci6n y rehabilitaci6n de viales y badenes･ Desamllo y equlPmentO de la

inhstructtm de abastecimiento de agua del IIRD, a decir, pozos y la red de tuberias de

disbibuc i6n.

3 Construcci6n y equlPamiento del Centro Regionalde Capacitaci6n e lnformaci6n Cient近co-

Ticnica en Riego y D托naje

(3) Plande disposicidn de las instalaciones y equipos rVeranexo ‖

en la eJeCuCi6n de las obras de este Proyecto se ha consideradountiempo de 3 aaos, como se

indica en el cronograma slgulente:

Actividad

1998 1999 2000

Ⅰ Ⅲ ⅡⅠ ⅠV Ⅰ Ⅱ Ⅲ ⅠⅤ I Ⅱ ⅠⅡ Ⅳ

1.SolicitudoficialantelaEmba-

jadadeJap6nenCuba.

2.Examenyprep打aCi6nde

estudios.

3.Canjedenotas.Acuerdos
bancarios.Contratodelos

serviciosdeasesoria.Verif1-

caci6ndelcontrato.Emisi6n

deautodzaci6ndepago(AJP).
Prep打aCi6nparalicitaci6n.

Licitaci6nyevaluaci6n.

Contratodeconstrucci6n.

Emisi6ndcautorizacidnde

pagO.

4.EjecucidndelaLSObras

(4) Costo estimado del Provecto

Los costos hansido estimados a preciosunitarios derivados de proyectos simi1ares en ejeCuCi6n･

Los costos estan i)1anteadosen d61ares de Estados Unidos deAm6rica.



Rubr○ CoStoenMilesUSD

a)- Gastodeconstrucci6ndelasobras.

1000'Rehabilitacidndelaboratorioyconstrucci6ndelCentroRegional
deCapacitaci6neⅠnformaci6nCient1'fico-TicmicaenRiegoy

Drena)e

b) Equiposdelaboratorios,decampoydeCapacitaci6nelmformaci6n
3500

Cienti丘co-Ticnica.

c) AbastecimientodeMaqulnariaS,EquiposyMateriales.

1400
｡Maquinaria,equlPOSymaterialespanlaadministraci6ny

mantenimientodelasinstalaciones.

d) Asesoramientot6cnicoysupervisi6ndeobras. 600

TOTAL 6500

3･ BenerICios deI Proyecto

(1) Poblacidn que se bene丘ciara dhectamente con el Proyecto

Se血beneficiados directos del Proyecto mas de 10 nil obrer?s, ticnicos y esp?cialistasde la

actividad hid血1ica del pals, agruPados en los Ministerios de･ la Agriculttm, A血c叫el lnstituto

Nacional de Recursos Hidriulicos y la Asociaci6n Nacional de Agricultores Peque鮎s.

(2) Pob】aci6n benenciada indhectamente del Provecto

Deformaindirecta se beneficiara toda la poblaci6n cubana (11mi1lones de
personas),pues con la

elevaci6n de la eflCiencia y la eficacia de las areas deBa_dii9, Seincrementara la producci6n de

alimentos agropecuarios.

(3) Ama Cue se beneBciara del Provecto

Se beneflCiar血del Proyecto 485000 hectareas de diferentes formぉde producci6n del Ministerio
de la Agricultura y otras 400000 del Ministerio del Azdcar.

(4) Efecto econ6mico-social del Proyecto

① situacidn?ctual

La crisis
,econ6mica

que atraviesa Cuba, provocada For el injustpbloqueo norteamericano
′

./

provoc9,/que del血o 1991 a 1996 perdieranvalor de USQ Para negO el 17% de laLSareas que

contabancon toda lainfraestruchm ticnica y de equlPamiento･

/

Como resultadd de los limitados recursos financieros para la operaci6n y el mantenimiento de

la§areas de riego y drenaJe, el equlPamiento ticnico se ha deteriorado y es町gente hoy dia



■r Perfeccionar y extender la tecnologl'a deriego superGcialdealta e丘ciencia de aplicaci¢些y
bajo consumo 3g,ggitico, el drenajeagricola y la recuperaci6n de suelos salinizados.

【r propiciar''lacreaci6n de un centro de C甲aCitaci6n e lnformaci6n CientiBco-Ticnica de Riego

y D托naje de carまcter nacional, con lamisidn principalde que lo島avances de la ci甲Cia y la

ticnica/毛stinalalcance de lo§produ3tQFeS..

(3) Necesidad de mel'oramiento en el Sector

EI Sector tiene como necesidad prioritaria皇9匹些el crecimientofuerte. y sostenido de la

producci6n y productiv叫agropecparia
dentro de la ecop.omia napio9al/gamnti2mdo con el･lo

una meJOralimentaci6n a ･1apoblacidn, mayor emple9 e mgre甲良miliar.en el sector ruraly
disminuir importaciones de productos basicosalimenticios.

EI crecimientofuerte y印Stenido de esta producci6n agropecuaria tien? que estar s旧tentado en el

甲Pleo de tecnoIQgl'as deriego y drenajedeal軸y e五cacia,de bajo-consumo
-energetic.p

y que ademaspermita? proteger el entorDP eCO16gi叫mediantemedidas
de conservaci6n de los

recursos hidricos y de suelo.

(4) Relaciones entre el Sector v el Provecto solicitado

Es prioridad-del Sector Agropecuario aumentar la
productividad

de las areas de regadio, mediante
laintroducci6n de tecnologias de punta en lasmima?,. pakL bdsヰconello la sustituci6n de

inqnrtacione5 y el acceso de productos cllbanos competltlVOS en el mercadointemacional.

EI presente Proyecto busca en､ especialsolucionar
_los

problemas de la baja e丘ciencia de lo§

sistemas de regadl'o y la bajaproductividad agricola que de estas areas se es血obteniendo. Para

ello seintroducirh nuevas tecnologias deriego y drenajey seperfeccionarin las exist印teS en el

pais.

(5) R

de J甲6n

● La necesidad urgente de contar conunafuerteinversi6n pan el desamllo de nuevas

tecnologiasderiego y drenajey pya_ perfeccionar las ya existentes quepefmita rehabilitar la

infraestructura de la actividad.

｡ EI Proyecto seriaunavia--apropiada.para transfTerirtecnologiasde avanzada japonesas en la

agricul山ra cubana.
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El ixito de lamisidn del HRD esti basado en:

･ 1aalta valoraci6n de la inteligencla y Creatividad de los talentos humanos,

● 1a compr9nSi6n de que el agua y el suelo son血ctoresambientales que deben ser utili2ados

y consefvados deforpla !aCionalpam que generenundesarrollo sostenible,
｡ 1a preocupaci6n pot la calidad y rentabilidad de la producci6n agricola de regadio como

vl'a pan el abastecimiento del mercadointemo y la elevaci6n de la competitividad del

pais,

● las demandas, necesidades y expectativas de los client早ちuSuarios y_空軍i9SCOmO guia del

rumbo institucional,

｡ 1as decisiones colegiadasy la pnor血ci6n de las negociapiones sobre los debates,
＼

･
elintercambio con otrasinstituciones hacionales,些gio些1es, de otros palSeS y Organismos
intemac ionales.

EI IIRD establecera y mantendra mecanismos que permitan la participaci6n directa de

representantes de los clientes, usuarios, y socios relevantes en los procesos de
selec6i6n de

lo§problemasシretos de lainvestigaci6n y en la 'de血ici6n y evaluacidn de politicas y

prioridades de trabajo.

EI IRD no es el dnico que reali2ainvestlgaCiones en nego y drena)e en el pals, PerO Si es el

que cuenta con mayormimero de aAos de trabajo en la rama, un personalaltamente
calificado, reconocido prestigio en organizaciones intemacionales,una tradici6n de

resultados aplicados en la producci6n y ha adoptado el enfoque estratigico en la

administraci6n de la investlgaCi6n.

Lo§ compromisos del IIRD son: con el pueblo cubino,
lo§ clientes, usuarios y socios; los

talentos de lainstituci6n y la sostenibilidad de los agroecosistenas de regadio1

0bjetivos deI IIRD

1 I Contribuir a la elevaci6n de la eficiencia de los sistemas deriego y drenaJe･

2･ General y trzmsferir tecnologl'as de nego y drenaJe CuyO U各O Permita meJOrar lo§

indicadores t6cnico一戸COn6micos de las areas de regadl'0･

3･ Proponer soluciones a los
problemas tecno16gicos de los sistemas deriego y drenaJe

y a

los desa丘osambientales. y socioecon6micos que los mismos conlleLan.

4･ 0fertar conocimientos, servicio亨y PrOductos cuya calidad satisfaga los deseos de lo§

clientes, usuarios y socios.

5･ Formar y capacitara obreros, ticnicos y gerentes que intervienen en el diseao, operaci6n y

el manten血iento de los sistemas deriego y drenaJe･

6･ Organi2N, divu1gar y extender el uso de la informaci6n pientl,flCO
- ticnica en nego y

drenaJe.
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(2) Perfil de la autoridad competente仙血1i血o1

① organigrama del Ministerio

D叩uis de la reorgani2aCi6n del Ministerio de la Agricultura, en la que en iste silo se

quedan1asfunciones estatales y pasana entidades econ6micaLS las血nciones productivas, el

mismo qued6 estructurado taly como esta reflejadoen elanexo 3.

@ Deberes yfunciones del Ministerio

⑨ Ndmero de personal

En el apamto estatal, elmimero de trabajadoreses 250.

@ presupuesto (ingresosy egresos)

7･ CondicioJleS neCeSari&s pra h eJeCuCi6n del Proyecto

(1) Locali2aCi6n del Provecto

① tmicaci6n･ direcci6n y area de la construccidn e instalaci6n de equipos

EI ImD esta ubicado en la Ciudad de La Habana, en el municipio Amyo NaranJO. Su

direcci6n es Avemida Camilo Cienfuegos y Cal1e 27. El area de la construcci6n e instalaci6n

de equlPOS Se mueStra en el anexo 1.

@ Adquisici6n del terreno

El terreno que ocupa el rfRD es propiedad delmismo, segunconsta en elanexo 4.

(2) Elec

EI IIRD tieneinstalaci6n elictrica･ ･
Tal vez haya queincrementar la capacidad actualinstalada.

Se cuenta con suministro de agua del acueducto urbano y ademまs, cistema y tanques elevados
dentro de las instalaciones del Instituto･ Hay que remodelar la

redinterna deal)asto de agua･

Existen 4mimeros tel曲nicos, a saber: 911038; 912533; 912665 y 912747. Entre otras

facilidades el HRD cuenta con correo electr6nico nacional.

(3)悪法血触de血co血o肥n此奴'也血como伯-丘乱世唾
En cuanto a las condiciones meteoro16gicas,geogra丘cas y geo16gicasson lasmimas

que las de

Ciudad de La Habana･ que es donde esta ubicado el Proyecto･



if!

7･ &ganizar cientificamente la operaci6n y el mantenimiento de los sistemas deriego y

L drenaje.

8･ Promoverunsalto cualitativo en elinvestigacidn y el desaLrrOllo de la actividad delriego y

el drenaJe en Cuba y en el丘rea del Caribe y Centroamirica.

⑨ N血nero de personal

Totalde trabajadores

Espec ialistas

230

Univers itarios

63

(27% de lo§

trabajadores)

1
8
5
9
5

l
i
l
;
3
j
.
1
i
.
1

:i.:

3:.
I

I.L;..:州V
Ticnicos MediosてくAVpinocyuoladosdkectos

35

Personal de apoyo

00

7

つ▲

132

Personal con g@io_c_ientiBco

DoctoresT<Ah?cTul:≡去n1,,7･ 12

TnaSIgo.s
yen,?ei::uc:甲-くfec:aiei'en

1,,8

@ presupuestoanual (ingresoy egreso)del IIRD

Se toma en cuenta que latasade cambio es 1 USD - 1 peso cubano

Ingresos Egresos

Ind icadores iles USD iles USD

TOTAL

Programas Nacionales

Programas Ramales

Servicios CientificoIT6cnicos

Ventas de producciones
Comedores y Cafeterias

〇tros c〇nce

1716,4

50,0

606,7

239,4

643,0

41,9 ←

35,4

1390,1

30,0
L

586,2

220,8

280,6

40,0

232,5
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8･ Cap3Cid&d del organi5mO de ejecucidn sobre opemcidn.y tnabtebimiento del proyecto

Pan la eJeCuCi6n del Proyecto el IIRD contratara empresas de proyectos y constructoras de obras
deingenien'a･ Contratara, con la lndustria Sideromecdnica, 1a construcci6n de prototipos y

moldes para lnyeCCi6n en plastico.

9･ Previsi6n de asuntos &dministrativos del Proyecto

(1) Personal

N血nero de personal
Autoridad competente (鮎1acione;hternacionales MINAG)
Organo ejecutor
Personalencargado directo

(2) PresuT)ueStO (Miles USDI

Autoridad competente

OrgaJ10
ejecutor

Presupuesto directo del Proyecto

(3) Garantizar el niveWional

Actual Etat)a oDeraCi6n
1

230

10

1 998 1999 2000

500 600 650

48 60 72

① capacidad ticnica delpersonalnacional
para 0 y M del Proyecto

● Profesional con capacidad para dirigir, coordinar y controlar las actividades ticnicas y

admin is廿ativa5.

｡ Ingenieros Civiles, Hidraulicos, Mecanicos, Control de Procesos Antomati2ados,
Agr6nomos, Matematicos con experiencia en asimilar, general y transferir tecnologl'as de

rlegO localizado, maqulnaS de rlegO, rlegO Superficial, nego por aspersion,

microlmgaCi6n, drenaJe y reCuPeraCi6n de suelos salinos.

'Economista y Soci6logo con experiencia en la administraci6n y control econ6mico de

proyectos y en estudio de fhctores limitantes para laintroducci6n de tecnologias de

avan2ada.

● Profesional h丘bil en Jurisprudencia para administrar proyectos de cooperacidn
intemacionalcon

conocimientos de reglamentos que rlgen el area de contabilidad y
血anzas.

｡ Personal h丘bilen levantamiento, cま1culo y dibujotopografico y mec血ico.

｡ Personal con habilidades mecanogrまficas y procesos automati2ados deinfTormaci6n.



introducir tecnologhs de av皿Zada enriego y drenaje p訂a reCuperar los resultados

productivos conque se contaba aaos ibis.

Por otra parte,fueron afectados aspectos de carまcter orgami2Btivo y ticnico de la actividad,
producto de la disminuci6n del personalespeciali2adQ que labora en nego y drenajeen los

niveles productivos de la agricultt- De 1 161ぬicos eingenieros que laborabanenriego y

drenajedel Sector Agropecuario en 1991, en la actualidad silo laboranunos 500. En este

sentido, es imprescindible rescatar esafuer2a ticnica,incorporar. nuevos egresados de lo§

hstitutos Politicnicos Agropecuarios y de las Uhiversidades, capacitarlos, recali五carlos y

estimularlos para poder rescatar la voluntad hidriulica del pans,uno de los grandes logros de

la Revoluci6n Cubana.

Los aspectos se血1adosanteriormente hanprovocado que de las areas deriego del Sector
Agropecuario, hoy se est6n obteniendo producciones aproximadamente de silo e1 50% de las

potencialidades de lasmismas.

@ Efecto esDerado del Proyecto

Con la implementaci6n del Proyecto se espera:

1

｡ Introducir altas tecnologiasen nego y drenaJe
Para elevar la e丘ciencia y e丘cacia de las

areas agricolas.

● Rescatar, completar, cali丘car y recaliBcarelpersonalt6cnico que laborara en la actividad,
fundamentalmente en 40 zonas agricolas con sistemas deriego en Cuba, lo que enuna

primera e也pa son 93ingenieros
y 197 ticnicos medios.

. Establecer poh'ticas orgahizativas y de concentraci6n de los recursos prmcipales que
de血en, JuntO con elriego, la obtencidn de producciones agropecuarias equivalentesal
100% de su potencialproductivo para areas de regadio･

(5) Efecto Ddblico del Provecto

Por la repercusi6n que tendra el Proyecto para la agncul加a cubana y por laincidencia que el
lndtuto de lnvestlgaCiones de Riego y Drenaje tiene en lamisma se espera que los 500mil

trabajadoresdel Sector y parte de la poblaci6n cubana einstituciones y personalidades del area

del Caribe conoce血del Proyecto･

4. Solicitud a otros donaJIteS

Hasta lafecha, para este Proyecto no se ha solicitado ayuda a otros donaJlteS.



5. Prioridad

EI Proyecto de Remodelaci6n y Equipamiento del lnstituto de hvestlgaCiones de Riego y DrenaJe

es uno de lo§Proyectos de prlmera Pri0ridad, debido entre otros aspectos, For laincidencia que

ticne esta actividad en la elevaci6n de los nivelesalimentarios del pals. Pero ademAs, el IIRD es

_
/

el血ico lnstituto de este tlPO en el pals, POT lo que el mismo brinda Bus servicios a todas kLS

formas de producci6n agropecuaria del pals, incluyendo el Mimisterio del Azdcar y todas las areas

de autoconsumo de los O唱anismos de la Administraci6n Centraldel Estado.

6. Ministerio y orgaJ)ismo encarg&do del Proyecto

EI Ministerio encargado del Proyecto es el de la Agricultura y su 6rgano
ejectrtores el Instituto de

lnvestlgaCiones de Riego y Drenaje.

(1) Perfi1 del organismo encargado nNl

① organigrama

El orgamgrama del IIRD se expone en elanexo 2･ La direcci6n encargada de la

administraci6n del Proyecto es el Director del lnstituto, quien delegara enuncoordinador

nacional para elmismo.

@ Funciones del IIRD

Misidn deI I皿Stituto de InvesdgacioJ)eS de Riego y Drenaje

Lamisi6n del IIRD es hacer e五ciente y sostenible la proyecci6n, 1a operaci6n y el

mantenimiento de los sistemas de regadio.

Esto se realizar孟 mediante la oferta de productos, procesos y serviciosintensivos de

conocimiento, a travis de la generaci6n･ transferencia de informaci6n y tecnologla, y de la

formaci6n y capacitaci6n profesionalde los t6cnicos y agricultores de los, agroecosistemas

de regadl'o en el pal's･ Tambiin realizara el control estatalde la actividad deriego y drenajeen
las areas del Ministerio de la Agricultura; todo lo cual debe contribuir a elev町en tirminos

-cuantitativos, cualitativos, de manera sostenible y compeやtiva
laiB唾垂dei uso del agua en

la producci6n agricola.

En este a血l Se COmbimiel uso de tecnologiastradicionales.meJOradas con tecnologias de

ptmtaintroducidas o des-lladas en el pals y POndr畠tambiin infTasis en la meJOra de la

organizaci6n socialy econ6mica de la operaci6n y mantenimiento de lossistemas de regadio.



10･Lista de &sisteJICias de otros doJlanteS reSPeCtO a los proyec暮os senejantes a este

Proyecto

No existen proyectos semeJanteS a iste.

ll. Rehci6n con aSistencia t占cJIica

(1) i Ha sido prestada- h asistencia ticnica relacionada con este Projg?

②No

(2) keccsidades de l且aSistencia ticnica pan la implcmcntaci6n del Proyecto
`

① Es necesaria

(4)宰一撃u.ierepara poderin地盤altas tecnologzLSjaponesas en Cuba los expcrtos j8POnig!
S噂uleⅡteS :

① Envio de experto por corto tiempo (3 personas, 2 del孟rea deinvesdgaciones y 1 del a,ea
de

agri.cultura)

@ lEnvl'o de expertos por largo tiempo (2 personas, 1 tecn6logo en Riego y Drenaje y I del
drea de Investigaciones Agn'colas).

@ 'Recepci6n
de becarios (15 personas en las especialidades siguientes:

● Riego y DrenaJe ｡ Hidr血1ica

● Automati2aCi6n . Mecanizaci6n del Riego

: :sait.el:gd;ica
Aplica血

:
BT.ec:i:tn.r.:aantenimiento

de Sistemas de鮎ego

④ opera-ci6n t6cnica de tipo ``Proyecto"

Unamii6n para formular la factibilidad t6cnico-econ6mica del Proyecto･

@ Envio de j6venes voluntarios japoneses

● Un especialista en Operaci6n y Mantenimiento de Sistemas de Riego･
● Un especialista en Sistemas de lnformaci6n Geografica.
' Un especialista en Procesos Automatizados.

● Un especialista en Fisiologia Vegetalaplicada a la relaci6n agua-suelo-planta･

(5)
L塾申垣?
② No. Se presentar畠en Diciembre de 1997.
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